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リサイクルを学ぶ講座を開催
庄原市リサイクルプラザ

　庄原市リサイクルプラザでは、排出されるごみの収集・処理を行うとともに、ご

みの減量とリサイクルに向けた啓発事業も行ってます。

　8月からは、〝ごみ〟として出された資源ごみを再利用することで、さまざまな

ものに変わっていく過程を体験できる講座を開催しています。
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　永遠の世界平和の実現は、人類共通の願いです。

　しかし今もなお、世界では地域紛争やテロの頻

発など、人間の生命の尊厳を踏みにじる行為が繰

り返される中で、核の小型化や拡散が進み、世界平

和と人類の生存に深刻な脅威をもたらしています。

　庄原市は、世界最初の被爆県の都市として、その

惨状と被爆者の苦しみを思い、この地球上で再び

ヒロシマ・ナガサキの惨禍を繰り返してはならな

いことを強く全世界に訴えます。

　私たち庄原市民は、生命の尊厳と平和の尊さを

深く認識し、一刻も早い核兵器の廃絶と永遠の平

和を希求し、ここに非核平和都市庄原市を宣言し

ます。
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庄原市非核平和都市宣言

庄原地域
市民パトロール
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市民パトロール
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開催日 時　間 講座内容 定員 費　用

第3回
9月11日（日）

第４回
9月25日（日）

10人

廃食油石鹸

10時～11時30分 紙すき

第５回
10月9日（日）

はぎれを使
った手芸

材料費
100円程度

◆開催場所・申込受付は、庄原市リサイクルプラザです。

◆定員になり次第、締め切らせていただきます。

◆今後の日程など、詳しくは「広報しょうばら」、「環境しょうばら」な

　どでお知らせします。

ロビーには、リサ

イクルプラザの

処理施設の仕組

みなどを知るこ

とができる機器

があります

庄原市リサイクルプラザ
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申し込み
問い合わせ

第1回のパトロールに参加された皆さん

ペットボトルを再利用して作った

おもちゃと廃油から作った石鹸


